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眠司P畑の略図とによ時酬の.り省長いについて"軸元年"月泡崎
世帯にチ，シを配衡し、 プηバ ~dヌ ガソリ y信どH買う市内の事実剤師にも
凶カをお闘いして息"た また昨隼'"に"安全対貨のー纏としで スプ
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それにもかかお勺ずスプレ←儲ガスポYペヌYスヨ〆ロ石油ス酔ープ包

どによる火災が包貨を網降雪"，ぜん.

唱でも 収集および梅入時に危険物の"僚の，鼻γ クを行 q ていますが
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，匂叉プレ知ゃ.上則ガスポンペ信ど中のガス金銭かずに信えないご今と

して出されると ?分な..且ヲクができ虫ぜん.

軸を1 と起こさ"いためにも抑制M必ず守ヮてい"-t!:くようM
さんのtol1H-t;刷いします.

写宗写可逼E刷 ミニバイタ@ガソリン豚悔いてください.

砂スプレ缶 a上倒ガスボンべ隠使いきった後穴を窃けて〈だ
さい

砂使い燭てライタ 同使いきった後プラスチック陣"を割って〈

ださい.

砂プロパンガスボンベ満火贋溜麹灘畠鰻硲幽さないで薦入

した底に綿留して〈ださい
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奈 良 市 民 憲章

.且U日事めふ事さと.畳七い白血4すぐれ止宜量量.を
守号、古畠ι"も時ιふさわLい自置と揖'"生事まc• 
9 
轟血"'来量。切<，;.~'"-，:置ーで、 Mつ告うと、
'C<瞳い入園ιな旬H.う，
，血u甚宜のまち，みんな.，t，M)ーのため仁、ぉ"い

民薗'"い草L平a4うU，な
".措置で 車ち，匝司直立日，たたか〈圃胃ι樺
t" t，.う. 

. !I~.，""<言づち.tHHEE圃E守、正匝と置岨e在れた
tH.Hlみよいまち m まc.う.

(編)(集I(後)(!eI
「斬人生たち申膏び町世情を』と市内申

小字問、 .植園町入学式や身体圃.，こ行ヲ

て畢宜 LI:.

Tどもたち陪吊胡FF哩刻表にな守てはc.
百宜わ，τおり、写真を揮畠には瞳"町ク

チョ且エーシーン.げれども、世田中そんな

に晶葺くは晶り董ぜん. ちょ・ーといい草じ

で撮れたと思ゥていても、現憧Lてみると

了タピをしてい晶子宇そ白他もろもろ、&，

ずい畠のです. どうして日んでc.う，
.・してー揮が唖ち量 Lたが、改めてヰ

民の瞳 しH 教わうた"-blL. Ilす.
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